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は　じ　め　に

最近,アレルギー性疾患は増加傾向にあり,

その重要性は増している1).沖縄における嘱息

発生頻度は本土のそれと同等かやや高いとされ

ている2).

一方,沖縄の植生は本土とはかなり異なるが,

花粉アレルゲソに関する研究はきわめて少ない.

今回,我々は沖縄に広く栽培されているサトウ

キビに注目した.サトウキビの花穂は風媒花の

特徴をそなえており,同花粉のアレルゲソ性を

追及する事は重要と考え,まず空中飛散の面よ

り調査したので報告する.

調　査　方　法

1.空中花粉調査

a.琉球大学医学部研究棟屋上における調

査:琉球大学医学部研究棟の屋上にDurham型

花粉検索器を設置した.同研究棟は海抜135.5

mの高さにあり,設置場所の9階屋上は地上34.

9mである.この調査地点は周囲に障害物はな

く,この地域の特徴を最もよく反映できる場所

と判断された.昭和60年9月から昭和62年3月

まで,白色ワセリソを薄層塗布したスライドグ

ラスを日曜日を除き毎日置きかえて調査した.

なお,サトウキビを含め,イネ科植物の花粉は

単孔型で同じ形をしており,花粉の観察のみで

その種を区別することは不可能であり,すべて

イネ科花粉として測定した.

b.サトウキビ畑に隣接した地点での調査:

昭和61年12月から昭和62年1月までのサトウキ

ビ開花のピーク時にサトウキビ畑に囲まれた2

つの地点で空中花粉調査を行なった. A地点で

は地上約80cmの木の柵の上で,ワセリソ塗布し

たスライドグラスを置く方法で3日間調査した

が, 2日間は雨で流出した. B地点は2階のベ

ラソダにワセリソ塗布したスライドグラスを置

く方法で15日間調査した.

2.自然落下試験

開花直後で,荊がまだ黄色のサトウキビの花

穂を5本採取し,水差しに活けて,図1のよう

に直下にワセリソ塗布した3枚のスライドグラ

スを置き,自然落下花粉を観察した.さらに,

24時間後に5本の花穂を叩いて落下した花粉を

観察した.室温はほぼ戸外の温度と同じであっ

m

○花粉の自然落下採取
室温　8:30 19.0℃

13:30　20.5C

A. 0個/cm2

B. 0個/C【12

C. 0個/cm2

白抵約70×70cm

o tapして落下させた全dust中の花粉

13.9個

図1.サトウキビ花粉の落下試験



サトウキビ花粉のアレルゲソ調査

結　　　　果

1.空中花粉調査

a.琉球大学医学部研究棟屋上における調

査:昭和60年9月から昭和62年3月までの空中

イネ科花粉数の推移を図2に示した.昭和60年,

61年ともにイネ科空中花粉数のピークは10月下

旬にあり,週平均の1日花粉数は昭和60年のピー

ク時で41.2個/cm'/日であった.

b.サトウキビ畑に隣接した地点での調査:

A地点ではキク科花粉数は16.4個　cm".日に対

して,イネ科花粉数は0.9個'cm2/日であった.

B地点ではイネ科花粉数は平均0.04個/cmゾ日

であった.

空中飛散イネ科花粉数の推移

図2.空中飛散イネ科花粉とサトウキビ開花時

期との関係

2.自然落下試験

3枚のスライドグラスともにイネ科花粉は認

められなかった. 24時間後に花穂を叩いて落下

させたが,イネ科花粉はわずかに14個'cm'のみ

であった.

考　　　　察

サトウキビ栽培は沖組の基幹産業であり,全

農地面積の約50%を占めている3).サトウキビ

の穂状花序は50-70cmで茎の頂上に開花し,風

媒花の特徴を示している.ススキ花粉,サトウ
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キピ花粉,その他のイネ科花粉は区別が不可能

なのですべてイネ科花粉として測定した.

我々のこれまでの研究では,本土と比較して,

沖縄地方は空中花粉総数が少なく,種顕もかな

り異なる.その中ではイネ科花粉が最多であっ

mm

昭和60年9月より昭和63年3月までのイネ科

花粉数の推移のピークはいづれも10月下旬にみ

られた.調査地点近くのススキは昭和60年, 61

年ともに, 10月10日前後に開花が始まり,約10

日後にピークを迎え,空中花粉数のピークと-

致したが,サトウキビの開花が始まるのは, ll

月中旬であり,この時期はすでにイネ科空中花

粉数は著滅していた.さらに,サトウキビは12

月から1月に開花のピークを迎えるが,この時

期に一致してイネ科の空中花粉の増加は観察さ

れなかった.すなわち, 10月下旬のイネ科空中

花粉のピークをなすものはススキ花粉であり,

サトウキビの開花とは時期的に離れている事が

判明した.

次に,サトウキビ畑に隣接した地点での空中

花粉調査でもイネ科の飛散花粉数は少ない結果

であった.

また,自然落下試験では,サトウキビ花粉は

ほとんど落下せず,花穂を叩いて,はじめてわ

ずか14個/cm*落下する程度であった.ちなみに

ススキ,モクマオ,タイワンハソノキ,アマミ

アラカシなどはこの方法で容易に多量の花粉を

得ることができる.

サトウキビの前を写真1に示した.前は2-

3mmで閉じており,圧しても容易に開かなかっ

た.強く圧迫すると前は破壊されて花粉が遊離

した(写真2) .花粉の直径は100個計測で,

平均38.6/^mであり,ススキの42.5//mより小

形であった.

以上より,サトウキビは前が開きにくく,花

粉は飛散しにくいと考えられた.したがって,

サトウキビ花粉のアレルゲンとしての臨床的意

義はきわめて小さいものであろうと考えられた.



下　地　克　佳　　ほか

写真1.サトウキビの荊

結　　　　論

サトウキビ花粉は琉大医学部研究棟屋上およ

びサトウキビ畑隣接地点における空中花粉調査,

自然落下試験にても飛散しにくいことが証明さ

れ,同花粉のアレルゲソとしての意義は小さい

ものと結論した.

本報告は第37回日本アレルギー学会総会にお

いて報告した.

写真2.雨より遊離するサトウキビ花粉
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Abstract

We investigated the significance of airborne sugar cane pollen as an allergen from Sept. 1985 through
Mar. 1987.

The pollen from sugar cane and miscarUhus sinensis are experimentally indistinguishable under the

microscope. The combined pollen count was measured, and is referred to as graminae pollen in this

study.

The peak pollen count for graminae was observed in late Oct. , 1985 and 1986. This coincided with

the peak flowering of miscanihus sinensis.

The peak flowering of sugar cane was observed from Dec. to Jan. at which time there was only

a very low pollen count for graminae. Even when the pollen-collecting slides were put at two points

adjacent to a sugar cane field, the pollen count was still low. Also pollen did not fall from an ear

of sugar cane placed in a vase over a period of one day.

The reason is that the pollen-filled sugar cane anther had not broken, and is physically difficult

to break.

From the above, we concluded that sugar cane pollen was not responsible as an allergen.


